
診療科：呼吸器科 原三信病院 がん化学療法プロトコール一覧 1/2ページ

がん腫：小細胞肺がん 2024年12月1日現在

プロトコール名
抗がん剤
（一般名）

投与量 投与時間 投与日
1コース
期間

備考

ｄ1-3 アプレピタント錠［d1：125mg　ｄ2・3：80mg］

ｄ1 パロノセトロン注0.75mg

ｄ2・3 デキサメタゾン注6.6mg

ｄ2・3 メトクロプラミド注10mg

ｄ1-3 アプレピタント錠［d1：125mg　ｄ2・3：80mg］

ｄ1 パロノセトロン注0.75mg

ｄ1 硫酸マグネシム注20ｍEq

ｄ1 マンニットール注射液20％300mL

ｄ2・3 デキサメタゾン注6.6mg

ｄ2・3 メトクロプラミド注10mg

ｄ1-3 グラニセトロン注3mg

ｄ1-3 デキサメタゾン注6.6mg

ｄ1-3 メトクロプラミド注10mg

ｄ1-3 アプレピタント錠［d1：125mg　ｄ2・3：80mg］

ｄ1・8・15 デキサメタゾン注［d1：9.9mg　ｄ8・15：6.6mg］

ｄ1 パロノセトロン注0.75mg

ｄ1 硫酸マグネシム注20ｍEq

ｄ1 マンニットール注射液20％300mL

ｄ8・15 グラニセトロン注3mg

ｄ1-5 グラニセトロン注3mg

ｄ1-5 デキサメタゾン注6.6mg
ノギテカン単独 ノギテカン

支持療法（一般名）　1日量
※副作用に対する薬剤です

CBDCA
＋

VP-16

カルボプラチン
AUC×（GFR＋25）

　AUC＝5
ｄ1120分点滴

21日間

エトポシド

5分静注

80mg/㎡ ｄ1-360分点滴

VP-16
+

CDDP

シスプラチン 80mg/㎡ d1120分点滴

AMR 21日間

90分点滴

28日間

120分点滴

21-28日間

エトポシド 100mg/㎡ ｄ1-360分点滴

ｄ1-3

シスプラチン
CPT-11

+
CDDP

イリノテカン

60mg/㎡

60mg/㎡

40mg/㎡アムルビシン

1.0mg/㎡ ｄ1-530分点滴 21日間

ｄ1

ｄ1・8・15
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アテゾリズマブ 1200mg/body 60分点滴 ｄ1 ｄ1-3 アプレピタント錠［d1：125mg　ｄ2・3：80mg］

エトポシド 100mg/㎡ 60分点滴 ｄ1-3 ｄ1 パロノセトロン注0.75mg

カルボプラチン AUC＝5 60分点滴 ｄ1 ｄ1-3 デキサメタゾン注6.6mg

ｄ1-3 アプレピタント錠［d1：125mg　ｄ2・3：80mg］

ｄ1-3 デキサメタゾン注6.6mg

エトポシド 100mg/㎡ 60分点滴 ｄ1-3 ｄ1 グラニセトロン注3mg

カルボプラチン AUC＝5 60分点滴 ｄ1 ｄ1 メトクロプラミド注10mg

ｄ1-3 アプレピタント錠［d1：125mg　ｄ2・3：80mg］

ｄ1 パロノセトロン注0.75mg

ｄ1-3 メトクロプラミド注10mg

ｄ1-3 デキサメタゾン注6.6mg

ｄ1 硫酸マグネシム注20ｍEq

ｄ1 フロセミド注20mg

テセントリク アテゾリズマブ 1200mg/body
初回60分

2回目以降30分点滴
ｄ1 21日間

ｄ1・8・15 グラニセトロン注3mg

ｄ1・8・15 デキサメタゾン注6.6mg
weekly CPT-11 イリノテカン 100mg/㎡ ｄ1・8・15120分点滴 28日間

※4ｻｲｸﾙ終了後、デュルバルマブを4
週毎に投与

イミフィンジ1500 デュルバルマブ 1500mg/body ｄ160分点滴 28日間
※白金製剤＋エトポシドと併用
4クール後、デュルバルマブ単独で投
与

60分点滴

シスプラチン 80mg/㎡ ｄ1120分点滴

21日間

21日間

※4ｻｲｸﾙ終了後、デュルバルマブを4
週毎に投与

イミフィンジ+CDDP+VP-16

デュルバルマブ 1500mg/body ｄ160分点滴

エトポシド 100mg/㎡ ｄ1-3

テセントリク+CBDCA+VP16

※4ｸｰﾙ終了後、アテゾリズマブ単剤
による維持療法を3週毎に継続

イミフィンジ+CBDCA+VP-16
デュルバルマブ 1500mg/body ｄ160分点滴

21日間


